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テンミリオン

②複数の職場が連携した活動

③テーマに合わせて形成したチーム活動

④組織全体で取り組んだ活動

伊藤　隆史

取り組種別 問題解決型

伊藤　隆史(作業療法士)

高橋　広大 総務

上原　亜矢 地域連携

秋田　まゆみ 管理栄養士

作業療法士

看護師豊澤　涼子

加藤　大地 経理

2023年6月～10月

活動の場
※複数選択可

活動の種類
※複数選択可

歯止めと
標準化

改善指標の
対策実施

前後の変化

(ふりがな)

発表者（職種）

（指   標）２０２３年度４月５月のごみ処理コストとＴＱＭ活動からの残りの６月～２０２４年３月までのごみ処理
コスト合計を２０２２年度よりも1,000万円以上の削減を目指す

（目標値）２０２３年６月～９月の４ヶ月間の感染性ごみの処理代合計金額を412万円以下で推移する。（１カ
月平均103万円以下）で２０２３年度のごみ処理コスト1,000万円以上のコスト削減予想推移。

①適正な感染性BOXの設置数調整
②感染性ごみBOX回収時期のルール周知
③新型コロナ5類に変更後の新しい感染性ごみ分類ニュアルを作成
④職員にごみ分別によるコスト削減方法の周知
⑤過去と現在のごみ廃棄にかかる廃棄コストを周知
追加対策：感染性BOX種類の変更

（実施前）2023年度２月から５月の感染性ごみ処理の４ヶ月間コスト合計6,478,200円　１ヶ月平均1,619,550円　
（実施後）2023年度６月から８月の感染性ごみ処理の４ヶ月間コスト合計2,500,200円　１ヶ月平均625,050円　
目標１ヵ月平均103万円以下に対して、平均約63万円で推移しています。1年間の削減予想も去年の処理コ
ストに対して1,407万円の削減ペースです。

【標準化】　経理課からのごみ処理コストの報告をもとに、運営会議でコストの増減の原因追及を実施。

【管理】     運営会議の分析結果に応じた感染性BOXの設置数を総務課でコントロール。
　　　　      感染対策の変更に伴い感染委員会にて感染マニュアルの変更を実施。

【教育】     感染マニュアルなどルール変更の際は、各部署管理職がマニュアルの掲示や啓蒙活動を行う。

伊藤
いとう

　隆史
たかふみ

　　(作業療法士）花川病院

④無駄の削減や能率向上、業務環境の改善をめざすもの

①診療部門

②支援部門

③管理部門

リーダー名
（職種）

回

活動期間

施設名

演題名
当院におけるごみ処理にかかるコストの削減

 ～新型コロナによる感染性ごみ処理量増加に対する見直し～

チーム
メンバー
（職種）

改善しようとした
問題課題

実施した対策

改善の指標と
その目標値

新型コロナの流行もあり、２０１９年に約１,０３２万円だったごみ処理コストが２０２２年には約２,８９５万円に増
加していました。そのうち感染性ごみ処理に関わるコストが２０１９年に約４５５万円だったのが２０２２年には
約２,３３８万円と約５倍に増大していました。今回感染性ごみに関わるごみ処理のコスト増大の原因追及と感
染対策も考慮しながらの感染性ごみ処理コストを改善致します。

分類

(ふりがな)

チーム名

活動回数 5



【現状把握】






